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山
本
二
=
一
丸
著

量
目
一
-
恐
慌
論
研
究
」

書一

恐
慌
論
研
究
班

序

今
日
、
再
生
直
前
日
H
寅
現
理
論
露
木
章
mm
一
忽
第
一
-
語
)
が
、
恐
慌
を
詑
明
す

る
た
め
の
最
も
主
要
な
武
器
の
一
ワ
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
し
も
異
存
の
な

い
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ち
ず
寅
際
に
と
田
武
器
を
利
用
し
て

恐
慌
を
苗
現
し
た
人
々
が
正
し
い
恐
慌
理
請
を
樹
立
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
白
口
、
奇
異
な
感

じ
を
ァ
い
だ
か
せ
る
程
で
あ
る
。
ッ
ガ
シ
、
ヒ
ル
フ
ァ

1
デ
イ

νグ
の
不
比

例
誌
は
い
う
に
及
ば
ず
、
プ
ハ

I
B
ン
、
ロ

1
4
y
K
L
f
も
、
直
接
間
接

再
生
産
輸
に
ι

開
設
せ
古
る
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
諸
設
の
誤
謬
を
肢
に
批

判
ず
h
p
u

も
り
と
し
て
受
入
れ
て
い
る
我
園
町
世
論
家
建
が
自
ら
再
生
産

論
を
使
っ
て
恐
慌
諭
を
展
開
す
る
場
合
、
多
か
れ
少
か
れ
同
じ
よ
う
な
誤

謬
を
繰
返
し
て
い
る
有
様
は
一
層
脊
妙
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
我
々
が
恐

慌
の
基
礎
理
摘
を
従
来
四
諦
直
前
。
拠
判
の
主
に
立
っ
て
、
更
に
設
展
せ

し
め
よ
う
と
す
る
場
合
「
恐
慌
理
論
に
お
げ
る
再
生
産
論
の
地
位
」
、
若

し
く
は
「
再
岸
産
表
式
と
恐
慌
主
的
関
連
忙
ワ
い
て
」
、
松
本
的
に
再
検

討
す
る
と
と
か
ら
出
張
し
な
け
れ
ば
、
一
安
も
前
治
し
得
な
い
眼
視
に
あ

山
本
ニ
=
一
丸
著
「
忠
慌
前
研
究
」

る
む
と
は
容
易
に
理
解
し
得
る
?
あ
ろ
う
。

我
々
が
こ
と
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
山
本
一
一
一
一
一
丸
氏
の
狂
墾
「
恐
慌
前
研

究
」
口
、
ま
さ
に
己
白
鳥
に
歯
周
回
さ
れ
、
従
古
明
白
諾
盟
請
を
己
の
翻
貼
か

ち
再
検
討
さ
れ
、
そ
の
批
判
を
遁
じ
て
、
氏
自
身
の
恐
慌
韓
民
聞
の
た
め
白

地
均
し
を
さ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
に
お
い
て
批
判

の
温
上
陪
四
旺
る
諸
々
自
恐
慌
請
は
、
そ
の
基
調
を
再
生
産
諭
に
布
く
も

の
に
限
b
れ
、
終
始
そ
れ
ら
と
の
論
争
の
か
た
ち
を
と
っ
て
殺
越
が
議
め

ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
は
「
再
生
産
表
式
と
恐
慌
」
と
い
う
表

題
目
下
陀
山
田
盛
大
郎
氏
の
名
著
「
再
生
産
過
程
一
信
序
論
」
が
批
判
の

封
象
と
な
る
。
山
田
氏
自
理
論
を
先
ず
最
初
に
取
上
げ
た
現
由
と
し
て
、

著
者
自
身
衣
の
よ
う
に
越
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
目
、
恐
慌
理
論
そ
の

も
り
に
つ
い
て
の
具
慌
時
な
検
討
に
入
る
に
さ
き
立
っ
て
、
再
生
障
前
自

立
場
か
ち
恐
慌
を
ど
凶
よ
う
に
且
る
か
と
い
う
こ
と
を
あ

b
か
じ
め
考
察

し
て
担
く
こ
と
が
誼
首
で
お
り
、
か
っ
必
要
E
あ
る
と
い
う
よ
う
に
考
え

る
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
再
生
産
前
か
ち
且
た
恐
慌
輸
の
地
位
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
と
の
問
題
を
明
、
b
か
に
す
る
ζ

と
は
、
そ
れ
白
峰
嘗

商
白
問
題
に
・
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
ば
か

B
で
な
く
、
ま
た

こ
れ
に
よ
っ
て
、
恐
慌
盟
簡
に
つ
い
て
の
具
腫
的
考
察
に
さ
い
し
て
四
一

般
的
な
見
透
し
が
あ
ら
か
じ
め
奥
え
ら
れ
る
叩
で
あ
る
。
己
と
で
わ
た
〈

し
が
念
頭
に
布
い
て
い
る
旧
は
、
山
田
盛
大
郎
氏
自
名
著
「
再
生
産
過
程

鰐
序
前
」
に
ほ
か
な
ち
な
い

oE明
書
雪
量
以
下
援
の
み
を
示
す
も

第
六
十
七
容

九

第

腕

= 
テL



山
本
=
一
一
一
丸
著
「
恐
慌
諦
研
究
」

の
出
水
害
よ
り
引
用
)
と
。

ζ

由
一
句
の
中
に
は
車
に
晴
一
章
白
事

t
b
f本

書
量
瞳
に
劃
す
る
著
者
の
構
想
が
あ
ま
す
と
と
る
な
〈
越
ベ

b
れ
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
再
生
産
繭
の
立
場
か

b
松
怖
を

ど
う
hm
る
か
は
、
再
生
産
諭
白
慨
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
に
よ

ワ
て
快
定
さ
れ
る
問
題
で
あ
り
、
棋
っ
て
諸
理
論
に
担
げ
る
再
生
直
前
担

握
の

E
一
告
を
栓
討
す
る
と
と
が
、
基
礎
と
な
ち
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

ま
た
具
檀
的
陀
恐
慌
摘
を
展
開
す
る
揚
骨
に
果
し
て

E
し
い
同
護
鮎
に
宜

っ
て
い
持
品
川
否
か
を
明
か
に
す
る
と
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
従
ワ
て

本
書
に
お
い
て
諸
理
論
を
批
判
す
る
に
あ
た
刀
、
著
者
は
そ
目
各
々
に
ヲ

い
て
、
ま
ず
そ
の
再
生
産
輸
を
検
討
し
て
そ
の
特
質
を
つ
か
み
出
し
、
主

に
か
〈
て
特
徴
ず
け

b
れ
た
再
生
蚕
摘
を
基
礎
に
し
て
恐
慌
輸
を
説
明
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
乙
陀
如
何
な
る
晶
航
路
が
暴
露
さ
れ
る
か
と
い
う
去

ろ
に
批
判
を
選
め
て
い
る
切
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
章
に
布
い
て
は
「
第
一
節
、
恐
慌
白
可
能
性
」
「
第

2
節
『
僚
件
』
し
と
一
時
最
良
せ
る
恐
慌
白
可
艶
怯
」
に
お
い
て
、
山
田
氏

自
再
生
産
簡
を
詳
細
に
吟
味
し
、
「
第
一
一
一
節
、
所
詞
狭
臨
在
『
消
費
』
限

界
と
恐
慌
。
内
布
的
矛
盾
」
、
「
第
四
節
、
過
小
消
費
目
誤
謬
」
に
お
い
て

山
田
氏
自
「
再
生
産
論
と
内
在
的
矛
盾
白
蓮
繋
」
を
批
判

L
、
「
第
五
節

要
約
」
に
H
H
て
、
再
生
産
融
及
び
再
生
産
摘
H
川
内
在
的
矛
盾
H

基
本
的

矛
盾
U

恐
慌
川
町
蓮
繋
自
問
題
に
劃
し
て
著
者
自
身
の
積
極
的
見
解

E
簡
単

に
或
い
は
暗
示
的
に
趨
ベ
て
い
る
。

究
に
「
第
二
輩
、
再
生
産
捕
と
恐
慌
鞠
」
「
第
一
節
、
再
生
産
諭
白
構

第
六
十
七
巻

凶
O 

第

務

四
O 

成
」
に
担
い
て
、
山
田
氏
前
掲
書
及
世
髄
田
貫
一
氏
の
「
再
生
産
前
」
に

お
け
る
所
説
の
批
判
を
通
じ
て
、
費
十
品
前
に
お
け
る
再
生
直
前
回
位
置
ず

け
を
行
い
、
間
接
に
再
生
産
舗
の
怯
質
長
明
か
に
し
「
枯
p
r
筒
、
再
史
麿

論
と
恐
慌
柿
」
に
お
い
て
飯
岡
氏
申
見
解
を
批
判
し
て
い
る
。
「
第
=
一
章

再
生
産
時
間
を
基
調
と
す
る
恐
慌
理
論
」
で
は
、
ま
ず
「
第
一
節
、
蓄
積
と

恐
慌
」
に
お
い
て
相
関
茂
氏

q品
絡
さ
恐
怖
』
U
E
「
第
二
節
、
慣
倍
賓
現
と

恐
慌
」
に
布
い
て
川
崎
己
三
郎
氏
(
『
恐
怖
」
〉
を
「
第
三
節
、
消
費
力
減
少
と

恐
慌
」
に
お
て
い
宮
川
賞
氏
叶
〔
寸
恐
慌
分
証
龍
山
」
そ
の
他
〉
を
夫
々
同
慌
の
問
序

で
批
判
し
、
前
後
四
「
第
四
筒
『
均
衡
悼
件
』
と
恐
慌
」
に
お
い
で
吉
田

義
コ
一
氏
ハ
『
景
気
鑓
動
論
』
そ
の
他
U

を
「
一
、
理
論
把
握
り
問
題
」
ご
一
、
均
樹

分
析
と
し
て
白
再
生
産
論
」
「
一
ニ
、
不
均
衡
祖
程
の
分
析
と
し
て
り
恐
慌

H

景
集
荷
」
自
=
一
項
目
に
わ
げ
て
群
相
に
批
判
し
、
そ
白
所
説
白
井
見
的

精
轍

t
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
生
産
諭
の
誤
っ
た
把
握
が
担
何
陀
恐
慌
繭

の
極
端
な
伶
説
化
を
も
た

b
ず
か
を
遺
憾
な
〈
暴
露
し
て
い
る
。

以
上
自
本
寄
り
内
容
を
前
開
に
卸
し
で
ま
と
め
あ
げ
る
な
ち
ば
以
下
回

一
一
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
ろ
。

第
一
に
、
著
者
白
批
判
は
，
と
れ

b
諸
恐
慌
理
論
百
基
調
と
な
っ
て
い

る
再
生
産
論
が
例
外
な
〈
、
均
揖
的
陀
歪
曲
し
て
理
解
さ
れ
て
お
る
貼
に

向
け

b
れ
、
著
者
自
再
生
産
自
保
件
日
控
則
と
い
う
見
解
と
銑
く
封
立
喧

L
出
p
p
れ
C

い
る
ζ

と。

第
二
に
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
法
則
の
内
容
そ
四
も
四
に
闘
す
る
著
者
自

身
の
脅
明
は
極
め
て
簡
単
で
暗
示
問
で
あ
る
。



第
三
に
、
均
街
論
的
に
歪
曲
さ
れ
た
再
生
産
論
を
資
本
主
義
O
内
在
的

矛
盾
門
生
売
さ
靖
裂
の
矛
盾
)
托
連
繋
せ
し
め
よ
う
と
す
る
揚
告
、
多
か
れ
伊
か

れ
内
在
的
手
盾
に
よ
る
均
衡
僚
件
目
撞
乱
と
い
う
、
遡
俗
的
見
解
に
和
ち

い
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
と
が
暴
露
さ
れ
て
い
る
と
と
で
あ
る
。

従
ワ
て
以
下
本
番
目
内
容
を
詳
細
に
紹
介
す
る
に
あ
た
ワ
て
我
々
は
、

「
再
生
産
諦
と
均
情
悼
件
」
「
再
生
産
自
僚
件
H
法
則
」
「
再
車
産
の
僚

件
k
内
在
的
矛
盾
」
町
三
一
項
目
に
別
ヲ
て
銑
誌
を
詰
め
、
最
後
に
結
論
と

し
て
若
干
我
々
の
見
解
を
漣
べ
る
こ
と
に
す
る
。

再
生
産
論
と
均
衡
崎
件

事
者
は
、
ま
ず
、
山
田
虚
士
郎
氏

K
よ
ワ
て
再
生
産
自
煉
件
が
如
何
に

把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
乙
と
の
批
判
か
ら
始
め
て
-
V
る
。
山
田
氏

峠
再
生
産
表
式

K
お
い
て

同凶。
G
C
d
可
十
同
。
。
。
E
H
困
問
。
。
。
。

同

σ)戸
。
。
〈
十
a
o
B
(
悔
部
署
細
目
泊
)
H
困
P
)
H
a
。
一
目
』
酬
明
積
酢
湿
)

白
二
者
は
、
突
本
の
直
接
的
生
産
担
程
と
流
趨
担
程
と
白
統
一
円
成
否
如

何
が
か
か
っ
て
い
る
快
定
的
保
件
を
な
し
て
い
る
と
さ
れ
、
さ
ち
に
ロ
ー

ザ
田
所
謂
る
『
個
々
自
歯
車
町
特
昧
な
噴
い
骨
せ
』
を
媒
介
す
る
も
の
と

し
で
、
『
ニ
湛
由
貿
幣
同
擁
』
を
以
っ
て
『
再
企
産
自
僚
件
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

r
山
田
氏
序
論
P
六
回

E

ハ
山
木
馬
P
一
一
一
八
九
U

¥

し
か
し
な
が

b
、
『
一
一
連
の
貨
幣
同
流
』
は
恐
慌
の
可
能
怯
申
契
掛
と

L

て
は
必
要
で
あ
ワ
て
も
『
再
生
産
の
候
件
』
に
加
え
る
こ
と
は
直

L
〈
な

山
本
ニ
=
一
丸
普
「
恐
慌
前
研
究
」

い
と
い
ろ
山
本
氏
。
指
摘
は
い
う
ま
で
も
暗
〈
宜
し
い
が
、
問
掴
は
山
田

氏
自
所
詞
『
決
定
的
傑
件
』
に
あ
る
。
民
に
よ
れ
ば
、
「
乙
白
保
件
が
確

保
せ
ら
れ
ぬ
限
り
、
単
純
再
生
産
申
闘
滑
な
議
行
は
不
可
能
で
あ
り
」
(
序

論

F
四
一
し
そ
れ
は
『
闇
値
補
填
日
素
材
楠
横
山
決
定
的
保
件
』
を
な
す
。

ず
な
は
ち
山
田
氏
は
『
決
定
的
保
件
』
を
「
も
し
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
な

け
れ
ば
再
生
産
過
程
が
破
壊
さ
れ
る
、
重
大
な
支
障
を
き
た
す
」
保
件
と

い
う
よ
う
に
把
え
る
。
こ
の
£
う
品
運
解
白
仕
方
は
正
し
い
か
。

「
君
、
耳
、
な
る
運
動
に
お
っ
て
は
、
ま
さ
に
、
乙
白
鋼
生
産
物
唱

の
各
償
値
部
分
は
ど
う
な
る
か
が
殻
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
か

ち
、
旺
曾
的
再
生
産
自
時
保
件
が
閉
同
調
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
」
。
門
昌
国

HEω
関空
E
同

ω
富

ωω
草
枯
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
枇
官
的
楠
費
本
自

再
生
産
と
摘
遁
を
岡
式
的
に
表
現
せ
ん
L
G

す
る
場
合
.
品
格
的
陀
奥
え

b

れ
る
僚
件
は
二
部
門
金
割
・
慣
植
構
成

(
C
・
v
-
M
)
と
い
う
再
生
産
自
基

礎
的
純
時
四
性
質
か
ら
生
ピ
、
そ
り
必
鼎
的
結
果
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の

い
う
と
と
ろ
由
一
一
一
大
文
貼
に
集
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
《
n同

U
E
同
省
旨
】

口

m
s
e
)
品
位
ヲ
て
、
山
本
氏
が
棟
件
を
「
快
定
的
障
件
目
意
味
に
僻
す

べ
き
も
の
で
は
た
〈
て
、
む
し
ろ
反
割
に
、
総
生
産
物
白
各
慣
値
部
分
が
ど

う
な
る
か
、
慣
値
填
補
な
ら
び
に
質
料
嘆
補
が
い
か
に
有
は
れ
る
か
と
い

ら
意
味
に
細
川
円
て
、
い
い
か
え
れ
ば
法
則
を
意
味
す
る
も
の
と
し

τ、
理
解

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
(
借
問
甚
指
山
太
氏
P

凹
口
U

と
遁
ベ
で
お
ち
れ
る
の
は

、正

L
〈
、
き
は
め
て
卓
見
と
い
は
ね
ば
な
与
な
い
。
し
か
し
ζ

自
山
本
氏
自

提
言
が
正
し
け
れ
ば
正
し
い
穂
、
山
田
氏
自
再
生
産
論
理
併
の
限
界
は
い
也
、

第
六
十
七
巻

第

挽

四

囚



山
本
ニ
一
千
九
若
「
恐
慌
前
研
究
」

よ
い
よ
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
限
界
は
山
田
氏
が
「
再
生

産
自
保
件
と
所
謂
狭
陸
な
『
消
費
』
限
界
と
の
悪
政
」
に
つ
い
て
語
る
と

き
に
あ
ち
わ
に
限
に
映

f
Aー
で
あ
ち
ぅ
。
山
田
氏
が
再
生
産
請
を
以
っ
て

'
『
資
本
の
運
動
形
菌
克
明
白
問
題
』
『
一
般
的
抽
象
的
規
定
の
問
題
』
v

と
さ

れ
ス
旬
、
の
は
、
山
本
氏
と
共
に
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
こ
れ
を

E
し
い
も
の
&
認

品
ね
ば
な

b
な
い
。
し
か
し
山
田
氏
が
、
可
塑
資
本
田
趨
到
。
『
絶
劃
要

件
』
と
し
て
『
勢
働
賃
理
総
額
』
と
『
捗
働
者
た
ち
の
消
費
資
料
自
慣
値
』

L
t

が
相
牢
し
い
己
と
白
『
要
請
』
世
主
長
さ
れ
る
・
左
窒
♂
そ
れ
は
山
本
氏

B
指
摘
す
る
よ
う
に
「
『
野
働
賃
餌
綱
領
』
と
い
ろ
偶
念
を
己
の
揚
骨
樟
入

す
る
と
と
で
あ
り
、
捗
働
力
。
伺
値
と
倒
持
と
の
話
離
を
、
総
じ
て
債
格

醐
出
動
の
要
因
を
、
問
題
目
考
察
に
引
き
入
れ
ゐ
と
と
に
な
る
。
」
円
山
本
平

P
同
五
)
。
従
っ
て
そ
れ
は
先
P

再
生
産
前
。
拍
車
怯
に
閥
ず
る
山
田
氏
の
正

し
い
規
定
と
明
白
に
矛
盾
す
る
も
の
と
い
わ
血
ば
な

b
な
い
に
も
拘
ち
ず

山
田
氏
が
こ
の
よ
う
な
要
請
を
も
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
再
生
産
自
保
件

n

決
定
的
保
件
に
ま
さ
に
照
贈
す
る
か

b
に
他
な

b
た
い
。
山
本
氏
は
『
傑

件
』
と
恐
慌
に
つ
い
ζ

『
『
決
定
的
傑
件
』
で
あ
れ
ば
、
恐
慌
は
『
保
件
』

白
阻
害
の
精
呆
L
4

し
工
あ
ら
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
自
で
あ
る
が
〔
山
本

氏
P
四
四
)
ま
さ
に
、
山
田
氏
に
お
い
て
、
そ
自
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
る
。
卸

ち
、
且
古
賀
旧
慣
値
以
下
へ
白
低
下
に
よ
る
『
絡
針
要
件
』

P
聴
接
日
所
調

狭
臨
な
『
消
費
』
限
界
は
筏
に
毘
る
如
〈
、
間
接
的
で
あ
れ
ハ
『
決
定
的

保
件
』
の
破
壊
を
導
〈
も
白
と
さ
れ
、
恐
慌
を
決
定
す
る
に
到
る
必
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
か
〈
て
山
本
民
の
官
う
如
〈
、
「
『
決
定
的
保
件
』
が
恐
慌

都

大

十

七

巻

四

ニ

を
決
定
す
る
『
傑
件
』
と
な
り
う
る
で
あ
る
う
こ
左
は
、
疑
い
を
い
れ
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
。
ハ
山
水
島

P
一
O
六
〉
或
い
は
玄
た
コ
凪
曾
的
再
生
産

自
陳
件
を
、
『
聞
滑
な
』
『
理
想
的
な
』
再
生
産
自
議
行
自
『
決
定
的
保
件
』
一

と
し
て
と
ら
え
る
と
き
は
、
再
生
産
自
伝
則
は
誼
に
『
均
衡
保
件
』
に
化

せ
し
め
ら
れ
、
必
然
的
に
、
恐
怖
の
棋
な

b
f、
円
昨
曾
的
再
生
産
に
つ
い

て
も
そ
の
『
均
衛
諭
』
的
理
解
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
」
ご
と
も
必
然
で
あ

"。。

四

第

競

式
に
わ
れ
わ
れ
は
、
『
マ
ル
ク
λ

の
再
生
産
』
位
、
「
商
品
が
償
値
週

刊
J

、
賀
れ
る
た
め
に
は
、

E
う
い
う
保
件
が
必
要
で
あ
る
か
を
明
か
に
す

る
」
理
繭
で
あ
る

ι
す
る
、
川
崎
己
三
郎
氏
自
見
解
を
検
討
し
な
〈
て
は

な
ち
向
。
川
崎
氏
は
『
僚
件
』
に
つ
い
て
究
叩
担
〈
言
う
、
「
ヲ
玄
り
、

商
品
が
慣
但
(
吉
た
は
生
産
償
措
)
で
貰
れ
る
た
め
P
傑
件
は
、
祉
合
。

縮
努
働
J
F

、
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
品
に
劃
す
る
枇
官
的
歓
望
を
み
た
す
に
過
不

足
の
な
い
よ
う
に
、
均
街
が
と
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
生
産
部
門
に

間
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
ル
グ
ス
白
言
葉
色
か
り
て

い
え
ば
、
『
白
熱
世
間
』
で
あ
っ
長
『
誰
で
も
知
っ
て
い
る
』
こ
と
で
あ

る
」
門
川
附
属
恐
慌

E
一
回
)
。
こ
れ
は
五
十
年
前
、
レ

1
一
一
ン
に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
た
P
・
B
-
ス
ト
ル

1
ヴ
ェ
の
均
荷
的
問
分
的
理
論
と
同
じ
も
白
で

あ
る
ζ
v
と
は
、
誰
で
も
容
易
阿
倍
刑
付
金
持
る
。
こ
れ
が
川
崎
氏
に
よ
っ

τ

、
、
、

田
帽
に
再
生
産
と
閥
聯
せ
し
め
ら
れ
る
か
を
見
ょ
う
。
一
位
曾
前
歓
望
を
規

定
ヲ
る
も
四
は
、
生
産
そ
れ
自
挫
で
あ
り
、
生
産
は
同
時
に
消
費
で
あ
る

、
、
、

か
ら
、
生
産

ω
繊
綴

u再
生
産
口
如
何
に
し
て
可
能
併
の
問
題
と
し

τ、



下、

保
件
は
つ
曹
と
め
ら
れ
る
と
川
幡
氏
は
推
論
ナ
る
Y
だ
か
ら
と
ζ

に
担
い

で
も
再
生
産
。
傑
件
は
、
慣
偲
費
現
。
『
決
定
的
保
件
』
に
持
ル
い
し
て
い

る
乙
と
は
疑
い
え
な
い
。
従
っ
て
、
問
掴

E
、
『
慣
倍
賞
現
目
線
件
』
ー
と

恐
慌
と
の
闘
肺
に
移
し
た
場
合
、
川
崎
氏
自
謬
見
は
古
芦
田
矛
盾
と
な
っ
て
-

あ

b
わ
れ
る
。
川
柏
町
民
が
均
衛
的
問
分
の
理
簡
を
主
張

L
、
マ
ル
ク
ス
に

従
っ
て
、
「
恐
慌
は
、
つ
ね
に
、
現
在
す
る
諸
矛
盾
昭
一
時
的
な
暴
力
的

解
決
に
す
ぎ
ず
、
礎
部
附
さ
れ
た
均
衡
を
瞬
間
的
に
再
建
ず
る
暴
力
的
な
爆

誌
に
す
ぎ
な
い
」
白
日

F
E
m回目
ω
自
v
と
す
る
限
り
、
慣
値
貸
現
は
、
極

慌
に
よ
っ
て
と
そ
謹
せ
ら
れ
る
。
山
本
一
品
目
表
現
に
従
え
ば
「
恐
慌
位
、

資
本
家
に
と
ワ
て
は
ま
さ
に
救
い
白
神
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
る
う
」
。

他
方
に
卦
て
、
川
崎
民
問
、
努
貨
の
慣
位
以
下
へ
白
切
下
、
蓄
積
の
増
大

に
よ
る
資
本
家
自
個
人
的
消
費
の
制
限
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
生
産
と
消
費

。
矛
盾
に
よ
っ
て
慣
個
賃
現
の
悔
件
が
被
援
さ
札
る
と
主
援
す
る
。
こ
こ

で
川
崎
氏
位
、
恐
慌
位
均
荷
自
柚
壌
か
、
快
復
か
の
分
岐
部
に
立
つ
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
『
究
極
に
お
い
て
』
恐
慌
?
均
衛
破
壊
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

自
は
、
は
じ
め
目
『
慣
値
貿
現
白
日
時
件
』

U
『
均
衡
的
配
分
の
理
摘
』
申
嘗

熱
田
開
桔
と
も
一
耳
う
べ
き
も
む
な
り
で
あ
る
一
(
山
本
氏

E
一一三
l
l

四
U

。

4
m
k
山
本
氏
廿
「
再
生
産
前
を
基
調
と
す
る
Y

恐
慌
理
論
の
中
で
、
最
も

精
鰍
な
、
か
っ
鞭
系
酌
な
形
を
と
と
の
え
て
い
る
」
吉
田
義
三
氏
自
理
論

を
と
り
あ
げ
以
下
。
畑
〈
描
判
す
る
。
吉
閏
民
に
と
ヲ
て
は
費
本
請
は
不

境
全
で
あ

p
、
ぞ
れ
は
既
に
古
〈
さ
〈
、
近
代
糠
油
開
皐
U
俗
流
鯉
済
皐
広

よ
る
補
充
が
必
要
で
あ

D
、
こ
れ
ち
ニ
つ
り
担
済
皐
の
統
合
に
よ
ヲ
て
盟

山
平
ニ
一
一
一
丸
若
「
恐
慌
前
研
究
」

諭
白
よ
り
一
居
の
具
値
化
は
期
せ
ら
れ
る
ペ
き
も
の
な
四
で
あ
る
。
氏
は

ま

f
自
ら
の
景
気
灘
割
前
回
方
世
論
的
見
解
を
遇
4

、
「
乙
の
(
景
気
後
朔
滴
〕

問
題
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
最
早
抽
象
酌
な
慣
偲
諭
白
枠
内
あ
る
い
は
、

慣
値
法
則
万
至
一
般
的
利
潤
卒
の
支
配
と
い
う
、
資
本
制
生
産
の
}
般
的

均
桶
欺
態
に
限
定
さ
れ
た
抽
象
の
領
域
内
に
止
ま
り
え
な
い
と
い
う
こ
と

rあ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
こ
乙
陀
氏
自
科
撃
的
理
論
に
闘
す
る
理
解
の
一
切

が
つ
〈
さ
れ
て
い
る
心
で
あ
る
が
、

ζ

白
様
な
侠
偲
諭
に
も
と
ず
い
て
再

生
産
請
が
担
握
さ
れ
一
工
い
る
場
合
、
そ
れ
は
嘗
然
世
合
的
紬
資
本
自
再
生

産
過
程
と
し
て
「
経
済
循
濃
の
均
街
分
析
甲
担
論
「

H
寸
再
生
産
。
均
揖
保

件
の
検
出
の
た
め
由
理
論
」
と
な

ι血
ば
た
ち
な
い
で
あ
る
う
。
こ
う
し

て
吉
田
氏
に
と
っ
て
景
気
麹
動
輔
自
中
心
問
題
は
如
何
に
し
て
『
不
均
等

的
資
展
』
か
ら
『
不
均
揖
』
を
導
〈
か
と
い
う
貼
に
和
か
れ
古
る
を
得
な

h

o
で
あ
る
が
、
乙
白
不
均
年
説
展
な
る
も
り
割
、
氏
自
ら
い
わ
れ
る
よ

う
に
生
産
と
滑
費
白
矛
盾
を
別
白
言
葉
で
一
宮
い
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
す
ぎ

な
い
な
ら
ば
、
こ
白
よ
う
な
問
題
提
起
が
何
を
意
味
す
る
か
、
我
々
に
は

も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
う
。
均
揖
保
件
前
者
。
落
着
つ
〈
ベ
き
貼
に
氏
も

ま
た
落
芳
か
れ
た
乙
と
を
意
時
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
ん
だ
氏
自
特
色
は
公

然
と
均
開
請
を
も
ち
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
割
論
。
俗
流
化

を
徹
低
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

持
生
陣
。
保
件
H
法
則

山
本
氏
が
再
生
産
繭
把
握
に
お
い
て
再
生
産
自
情
件
日
法
則
と
し
て
認

ー} 
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山
本
一
戸
三
丸
著
「
恐
慌
前
研
宛
」

識
ナ
る
こ
と
の
決
定
的
重
要
性
を
指
摘
せ
ち
れ
て
い
る
乙
と
は
、
低
に
見

た
如
〈
で
あ
る
が
‘
し
か

b
ぽ
氏
が
こ
の
再
生
産
自
保
件
H
法
則
を
E
C

よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
、
試
に
考
察
し
よ
う
。
先
に
遁
ベ
た
よ
う

に
著
者
は
山
田
氏
自
昨
謂
決
定
的
保
件
に
封

L
多
分
自
疑
義
を
提
出
さ
れ

『
傑
件
』
に
つ
い
て
詳
細
な
批
判
を
展
開
さ
れ
た
白
ち
、
所
謂
『
決
定
的

保
件
』
は
ま
さ
陀
、
再
生
産
摘
の
均
欄
楠
的
蝿
酔
に
よ
勺
て
も
た
ち
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
結
論
さ
れ
、
再
生
産
白
一
保
件
は
そ
り
よ
ろ
に
抱
握

さ
る
べ
き
で
な
〈
、
法
則
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
与
ぬ
こ
と
を
力
説
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
氏
陀
よ
れ
ば
再
生
産
前
田
課
題
は
枇
官
的
檎
資
本
白
再

生
置
と
流
沼
従
っ
て
「
君
、
白
各
個
U

構
成
部
凡
打
の
慣
値

H
並
び
忙
素
材
補

棋
」
白
立
場
か

b
「
生
産
に
和
い
て
消
耗
さ
れ
た
賓
本
は
そ
四
慣
但
か
ら

見
て
い
か
に
し
て
年
々
自
生
産
物
か

b
填
補
さ
れ
る
か
、
ま
た
と
の
填
補

由
連
劫
は
資
本
家
目
工
る
欄
像
慣
値
目
消
費
布
よ
刊
日
品
百
貨
の
消
賓
と
如
何

に
絡
み
あ
っ
て
い
る
か
。
」
八
九
二
回
〉
乞
明
b
か
に
す
る
に
恥
る
、
「
そ
れ
ゆ

え
、
枇
官
的
再
生
産
自
僚
件
と
は
、
ま
さ
に
こ
り
批
官
的
悩
費
本
白
再
生

産
ど
流
温
計
〕
円
か
に
行
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
、
そ
四
乙
と
白
睡
で
な
け

れ
ば
な

b
な
い
。
い
か
え
れ
ば
社
台
的
秘
資
本
日
再
生
産
と
流
沼
町
保
件

ι
は
、
そ
り
法
則
を
意
味
す
る
も
り
で
あ
る
。
『
資
本
諭
』
第
三
容
第
三

館
、
す
沿
わ
ち
い
わ
ゆ
弘
再
生
産
簡
が
明

b
か
に
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ

に
こ
の
祉
宮
的
再
生
産
自
保
件
と
そ
の
法
則
に
ほ
か
な
な

L
い
白
で
あ

る
」
〈
九
三
民
u
と
栗
諭
し
て
い
る
。

更
に
「
科
撃
的
総
務
理
論
に
お
け
る
法
則
止
は
何
か
?

そ
れ
は
、
現

第
六
十
七
魯
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貨
の
終
演
詩
現
象
在
、
終
局
陀
お
い
て
支
閉
す
る
も
の
、
そ
れ
ち
り
不
断

F

の
詩
漣
動
が
た
え
ず
と
れ
に
落
ち
つ
こ
う
一
と

L

C
は
そ
と
か
ら
反
設
す
る

中
心
的
、
平
均
的
規
準
、
を
あ

b
わ
し
て
い
る
。
賞
記
、
経
済
法
則

、、

自
『
抽
象
性
』
L

乙
は
、
そ
由
法
則
た
る
ゆ
え
ん
を
示
す
も
り
に
陪
か
な
ら

な
加
。
」
主
六
斑
)
と
い
う
よ
ら
に
法
則
自
意
味
を
一
-
般
的
陀
規
定
さ
れ
た
白

ち
、
再
生
産
の
保
件
H
法
則
の
具
惜
的
内
容
を
展
開
さ
れ
る
。

山
本
氏
は
、
世
官
的
再
生
産
目
諸
保
件
U
諸
法
則
を
把
握
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
物
材
規
定
に
よ
る
ニ
部
門
分
割
と
各
部
門
生
産
物
の
=
一
慣
値
構

、
、
、
、
、
、
、
町
、

成
部
分
と
を
、
快
定
的
意
義
を
有
す
る
い
わ
ば
理
論
的
前
提
(
時
間
盛
若
】
と

し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
「
最
初
か

b
興
え

ιれ
て
い
る
」
『
三
大
支
貼
』

)

)

 

ー
ー
一
第
二
部
門
に
お
け
る
V
+
M
と
田
嶋
補
、
二
雨
部
門
問
自
輔
強
。

(

(

 

)
 

I
(
V
+
M
)
劉
E
C
W
お
よ
び
包
第
一
部
門
内
部
に
お
け
る
C
目
視
補
、

1
1印
ち
最
も
本
質
的
な
支
鮎
を
明
確
陀
把
握
し
、
き
ち
に
そ
乙
で
捨
象

さ
れ
て
い
た
「
貨
幣
同
流
」
の
要
闘
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
帯

、
、
、

生
産
自
詩
保
件

1
諸
出
則
が
金
量
委
に
お
い
で
把
握
さ
れ
@
」
円
九
宣
車
と

結
論
し
、
「
再
生
産
自
諸
憤
件

U
商
法
則
」
を
乙
田
支
姑
p
h
F

吃
限
定
さ

れ
る
。
と
こ
に
世
々
は
著
者
自
「
恐
慌
前
研
究
」
を
っ
ち
ぬ
〈
極
軸
を
み

F

る
自
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
山
同
氏
そ
の
他
白
「
再
生
産
前
」
批
判
に
お
い
て

示
め
し
た
威
力
は
既
に
我
々
山
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

に
も
拘

b
ず
、
一
歩
進
ん
で
こ
れ
?
育
分
で
あ
る
か
ム
問
わ
れ
る
な

b
ぽ、

我
々
は
必
ず
し
も
容
易
に
肯
定
し
が
た
い
も
白
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

再
生
産
申
諸
傾
件
U
諸
法
則
と
し
て
把
握
す
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
と



れ
が
費
本
主
義
の
運
動
法
則
を
十
全
に
あ

b
わ
す
も
り
で
は
な
〈
、
其
の

一
部
分
、
一
側
面
自
展
開
で
あ
り
、
費
本
論
白
殺
誼
展
開
に
於
け
る
「
抽

象
か
ち
具
瞳
」
へ
の
一
段
階
、
削
ち
世
曹
的
欄
費
本
が
個
別
的
費
本
の
同

轄
を
自
己
申
契
機
と
し
な
が
ら
、
生
産
過
程
乙
涜
遁
過
程
回
統
一
と
し
て

把
置
さ
れ
る
と
共
に
、
第
一
一
-
容
の
綿
遇
握
へ
白
「
橋
渡
し
」
を
な
す
も
め
と

し
て
と

ιえ
ね
ば
古
島
由
。
か
か
る
も
の
と
し
て
、
法
則
そ
の
も
の
が
質

的
規
定
を
も
つ
も
り

rあ
る
と
い
う
貼
を
は
さ
つ
り
と
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

民
が
快
定
的
意
義
を
有
す
る
と
な
す
ニ
部
門
分
割
と
三
個
値
構
成
部
分

位
、
枇
骨
的
再
生
産
の
三
大
支
貼
が
話
行
す
る
た
め
由
基
本
的
命
題
で
あ

る
が
、
レ
l
a
y
は
紅
官
的
綱
生
産
物
り
債
他
詑
吋
げ
に
物
材
形
態
え
自
分

割
走
、
一
世
官
的
楓
資
本
自
再
生
産
の
本
質
そ
の
も
の
か
ち
出
て
〈
る
も
り

ふ
】
な
し
、
次
?
よ
う
に
一
耳
ろ
。
「
個
別
的
資
本
の
生
産
及
。
再
γ
生
産
自
分

析
は
、
長
然
生
産
物
白
現
物
形
態
に
闘
す
る
問
題
を
度
升
調

L
て
べ
か
か

る
分
割
な
し
に
守
る
ζ

と
が
出
来
た
の
に
、
現
在
社
官
的
査
本
の
再
生
産

を
分
析
す
る
に
宮
つ
て
は
、
何
故
に
生
産
物
申
現
物
形
態
に
従
つ
て
の
か

〈
の
訓
告
~
分
類
が
必
要
で
あ
る
か
、
白
問
題
が
出
て
来
る
。
従
っ
て

こ
乙
に
は
『
伺
値
の
填
補
の
み
な
ら
ず
、
生
産
物
の
現
物
形
態
。
填
補
を

も
』
ハ
印
作
品
R
E
F
t『
茸
木
簡
』
ニ
各
三

4

八
九
毘
〉
我
々
は
持
っ
て
居
る
た
め
、
一
位

命
担
調
過
程
に
於
て
全
然
異
っ
た
役
割
を
前

f
る
と
こ
ろ
申
請
生
産
物
を

直
別
ず
る
こ
と
が
無
保
件
に
晶
要
で
あ
る
。
」
茸
目
レ
1
一-
P
篭
「
市
場
の

m論
L
詞

野
隷
白
揖
批
娠
、
一
一
貫
l
六
百
〉
か
〈
て
こ
白
貼
を
明
確
に
認
識
す
る
と
と
に
よ

山
本
ニ
三
丸
著
「
恐
慌
前
研
揖
」

つ
C
個
別
的
諸
資
本
の
運
動
法
則
か
ら
世
曾
的
鵡
菜
本
の
運
動
法
則
え
の

質
的
飛
躍
賢
展
の
必
熱
性
が
担
揖
さ
れ
、
と
の
基
本
的
命
題
の
上
民
、
一
ユ

大
支
貼
が
並
行
す
る
り
で
あ
り
主
文
貼
の
も
つ
意
障
が
搾
彫
に
さ
れ
て
〈

る
の
で
あ
る
。
世
曾
的
棉
査
本
の
運
動
昌
一
則
把
握
に
お
い
て
と
り
基
礎
範

鴫
二
一
部
門
分
割
、
闇
値
構
成
)
U
P

必
然
的
な
も
白
左
し
て
、
す
え
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
脅
範
稽
白
檀
費
本
家
的
生
産
方

法
に
回
有
な
特
質
、
す
な
わ
ち
「
比
摩
の
た
め
の
生
産
」
が
枇
骨
的
規
模
に

担
い
て
、
自
ら
を
展
開
す
る
必
然
的
基
礎
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。
ぞ
し

て
ζ

白
血
闘
を
媒
介
す
る
も
四
が
=
一
大
支
貼
に
仙
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
再
生
産
の
保
件

1
詰
則
た
る
把
握
に
は
こ
四
よ
う
に
資
本
主
識
白

矛
盾
心
罷
動
形
態
た
る
意
時
が
ふ
〈
ま
れ
て
〈
る
白
で
あ
る
。
従
っ
て
再

生
産
自
晦
件

l
法
則
と
し
て
三
大
支
貼
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
充
分
で
は

な
〈
J
々
の
質
的
意
味
を

E
し
〈
理
解
し
な
吋
れ
ば
な
ち
血
、
三
大
支
駐
が

か
か
る
も
四
で
あ
っ
て
始
め
て
再
生
産
表
式
U
F
、
生
産
と
消
費
。
矛
盾
を

反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
い
い
う
る
り
で
は
な
い
?
あ
ろ
う
か
。

再
生
産
の
僚
件
と
内
在
的
矛
盾

思
慌
設
回
目
基
調
に
再
生
産
諭
を
和
〈
人
々
が
、
期
せ
ず
し
て
再
生
産

担
保
件
を
均
衡
僚
件
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
銑
〈
指
摘
し
た
山
本

氏
は
、
喪
に
と
れ
ら
由
人
々
が
具
般
的
に
再
生
産
鵠
酬
を
恐
慌
前
民
連
強
せ

し
め
る
場
骨
、
品
熱
的
に
如
何
な
る
献
陥
を
暴
露
す
る
か
を
詳
細
に
我
々

の
前
に
示
め
さ
れ
る
。

四
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山
本
ニ
三
九
著
「
恐
慌
前
研
究
」

再
生
産
の
荷
保
件
が
変
革
制
止
陸
出
支
障
な
〈
、
闘
滑
に
行
わ
れ
る
た

拍
四
均
衡
棟
件
(
若
L
〈
は
決
定
的
保
件
}
ア
あ
る
品
目

ιぽ
、
『
資
本
制

生
産
自
諾
矛
盾
自
暴
力
的
な
爆
殺
」
で
あ
る
四
百
慌
は
w

皆
無
山
本
氏
目
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
『
格
後
件
』
白
阻
害
申
結
果
と

L
て
あ
ら
わ
れ
」
血
ば

な
ら
な
い
で
あ
る
う
。
従
ワ
て
ま
た
恐
慌
白
可
能
性
を
現
貨
性
忙
輔
化
せ

L
出
る
『
原
悶
』
も
か
か
る
均
衡
樺
件
を
破
壊
ま
た
わ
擾
乱
す
る
『
原
因
』

と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
}
あ
ろ
う
。

さ
て
そ
れ
で
は
、
骨
衡
論
者
蓮
ほ
こ
甲
掛
航
。
原
因
を
ど
こ
肥
求
め
て

い
る
か
。

相
原
氏
に
よ
れ
ば
、
蓄
積
の
撞
行
に
停
っ
て
生
産
時
部
門
問
自
平
均
帯

と
、
生
産
と
個
人
的
情
費
白
不
均
慣
が
披
大
き
れ
「
そ
り
結
果
、
枇
官
的

再
生
産
自
問
滑
な
る
品
行
を
保
設
す
る
と
乙
る
由
華
式
は
今
中
現
貨

に
不
年
式
同
一
一
睡
す
る
。
」
円
一
一
人

5
0

古
刊
に
川
崎
氏
口
、
生
産
の
無
政
府
性
り
た
め
生
産
諸
部
門
間
由
比
例
闘

俸
は
不
断
に
破
捜
さ
れ
、
他
宿
生
産
自
た
め
の
生
産
陀
狂
奔
す
る
費
京
家

的
生
産
は
大
来
由
消
費
力
を
慣
値
以
下
に
さ
へ
低
下
せ

L
由
、
弘
子
〈
、
て
債

値
質
現
の
保
件
を
曜
接
す
る
と
さ
れ
る
0

〈
一
己
六
車
検
思

宮
川
氏
に
よ
れ
ば
、
「
再
生
産
が
と
ど
と
ほ
り
な
〈
、
画
滑
に
行
わ
れ

る
傑
件
」
を
不
可
挫
前
に
破
摸
す
る
原
図
は
、
費
本
自
蓄
積
が
謹
行

す
る

K
つ
れ
ず
ん
、
世
官
白
消
費
力
が
、
第
二
部
門
で
生
産
さ
れ
る
慣
値
目

総
額
に
較
ベ
て
相
罰
的
に
減
少
す
る
と
こ
ろ
に
あ

3
0
(
ニ
ニ
八
九
頁
〉

ま
た
吉
田
氏
に
と
っ
て
位
、
恐
慌
|
恐
慌
冊
目
問
題
の
焦
貼
ー
は
「
生

四
六

摩
と
消
費
と
D

聞
の
矛
盾
が
如
何
に
し
て
再
車
庫
過
程
の
ど
り
さ
h
J

な
不

均
衝
と
な
ワ
て
現
わ
れ
て
〈
る
か
と
い
う
と
と
る
恒
あ
る
。
」
ハ
二
七
七
RV

見
ら
れ
る
と
担
り
、
と
れ
島
申
請
氏
陀
あ
ヲ
て
は
、
夫
々
多
少
四
一
士

ア

ν
ス
を
も
ワ
と
は
い
え
、
生
産
と
消
費
申
矛
盾
が
均
衡
保
件
調
乱
由
直

接
的
一
原
悶
と
考
え

b
れ
て
い
る
鮪
で
は
倒
外
な
仁
一
致

L
C
い
る
。
こ
り

よ
う
な
考
え
方
は
豆
し
い
で
お
ろ
う
か
。
た
ー
と
え
一
陵
で
も
レ

1

ニ
ン
自

「
市
場
理
論
」
陀
眼
を
湿
し
た
乙
と
の
あ
る
人
た
ち
即
座
に
否
と
答
え
古

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ν
l
a
ン
は
そ
乙
で
、
支
暗
な
く
脇
田
艮
ず
る
費

本
主
義
目
下
で
も
、
生
産
と
消
費
の
矛
盾
は
存
L
得
る
し
栢
針
同
排
除
さ

れ
得
る
も
田
で
は
な
い
、
そ
れ

E
ζ
ろ
か
、
蝉
聞
大
き
れ
さ
え
も
ず
る
と
と

を
明
確
に
認
め
て
拘

p
、
経
っ
て
ま
た
生
産
主
消
費
'
白
矛
盾
か
ち
恐
慌
を

導
き
出
す
理
荷
四
課
謬
を
も
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ν
1
2
y
に
忠

貨
な
人
古
島
ぽ
と
れ
を
認
拍
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
山
本
民
も
そ
の

一
人
と
し
て
さ
き
の
背
理
由
間
四
棋
診
を
断
官
さ
れ
る
。

と
白
よ
う
に
一
腰
設
に

T
も
容
易
に
気
付
か
れ
る
害
回
世
謬
が
何
故
に

か
〈
も
事
〈
四
人
々
に
よ
っ
て
縁
逗

L
犯
さ
れ
る
O
で
あ
る
ろ
か
。
こ
白

よ
ろ
な
車
躍
ζ

々
、
再
生
産
自
傑
件
を
均
衡
保
件
と
し

τ担
握
ナ
る
帽
同

が
如
侃
に
根
強
い
も
り
で
あ
る
か
を
示
す
以
外
の
何
も
り
で
も
な
い
。
生

産
簡
を
プ
ル

d
ョ
ア
均
輯
前
的
に
解
輯
主
れ
る
育
問
義
三
民
V

伊
勢
白
赴
〈

と
と
ろ
盆
医
マ
ル
ク
ス
・

ν
l
=
ν
の
貸
現
理
論
を
も
っ

τ恐
慌
諭
を
展

開
す
る
に
不
充
分
で
あ
る
左
宣
言
さ
れ
る
如
き
は
別
問
題
と
す
る
も
、
マ

ル
ク
ス
・
レ
1
z
y
o
皐
設
に
飽
〈
迄
忠
質
で
あ
ろ
う
と
し
な
が

ι他
方
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再
生
産
の
保
件
を
均
街
保
件
と
し
て
固
執
ず
る
と
と
の
故
に
、
「
生
置
と
て
は
品
干
再
生
産
自
簡
保
件
即
ち
一
層
賞
展
せ
る
恐
慌
白
可
能
怯
を
抱
じ

消
費
目
矛
盾
」
と
「
拝
北
産
保
件
泊
捷
寵
』
と
を
糟
び
つ
吋
ょ
う
と
す
る
て
の
み
現
出
す
る
も
の
と
さ
れ
る
と
と
に
土
づ
て
、
『
決
定
的
保
件
』
円
憲

一
努
力
を
執
拍
K
繰
遮
、
さ
れ
る
典
型
的
な
仰
を
我
々
は
山
間
民
医
見
る
と
事
e

義
は
い
主
い
よ
そ
り
草
み
を
加
え
て
{
る
わ
け
で
あ
る
。

と
い
か
出
車
る
。
以
下
山
田
氏
自
恐
慌
論
を
楠
静

L
〈
遁
求
ず
る
ζ

と
K
よ
と
の
よ
う
に
表
式
と
陳
件
と
の
一
般
的
闘
揮
を
前
提
し
て
問
題
は
事
一
{

っ
て
そ
の
事
を
明
か
に
し
よ
う
C

門
以
下
『
再
生
彦
過
程
表
式
分
析
伊
論
」
六
阿
J

八

八

に

移

る

。

先

f
可
酬
明
資
本

1
努
働
賃
担
。
運
動
。
一
一
一
保
。
軌
遣
と
そ
り

震

が

取

扱

わ

れ

旦

一

『

紹

劃

樟

件

』

|

|

{

l

持

働

者

た

ち

に

支

捕

わ

れ

之

勢

働

賃

舗

の

綱

領

」

が

山
田
氏
は
寧
純
再
止
産
自
表
式
の
『
一
般
的
運
動
』
を
分
析
さ
れ
て
の
ち
努
園
者
撞
白
消
費
業
料
白
慣
値
比
相
嬉
し
い
に
と
り
『
要
請
』
ー
ー
が
し
め

来
い
で
『
衰
式
と
保
件
』
円
相
互
開
係
検
討
を
週
じ
て
『
衰
式
。
性
質
』
さ
れ
、
さ
与
に
要
請
は
歯
軍
の
喰
い
骨
せ
自
陣
件
及
び
貨
幣
流
通

H
回
械

を
克
に
立
入
っ
て
明
ち
昏

K
L
ょ
う
と
す
る
。
そ
し
て
『
表
式
と
僚
枠
』
白
保
仲
が
、
可
麗
費
本
日
第
働
賃
銀
白
運
動
目
際
に
護
現
し
た
所
即
時
殊

自
聞
係
企
、
第
一
、
保
件
と
一
暦
鈴
鹿
せ
る
恐
慌
四
可
能
性
と
由
閣
議
、
の
一
形
憩
と
さ
れ
る
ロ
乙
と

K
決
定
的
樺
件
が
若
干
形
を
盤
え
て
、
あ
ら

第
二
、
健
件
と
狭
陸
な
消
費
限
界
と
由
連
繋
、
の
ニ
問
題
陀
限
定
し
で
検
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
み
う
。
し
か
る
に
ζ

由
要
請
は
搾
軍
関
係

討
さ
作
る
。
第
一
に
お
い
て
は
『
表
式
と
保
件
』
は
究
の
如
き
関
係
に
お
を
直
接
的
に
反
映
す
る
が
世
に
、
重
要
な
意
践
を
本
つ
。
何
と
な
れ
ぽ
費

い
て
示
め
さ
れ
る
。
恐
慌
の
抽
象
酌
可
曲
性
位
、
直
接
的
生
産
担
程
ξ
出
非
主
義
江
同
車
す
る
と
こ
ろ
の
諸
傾
向
は
〈
〈

(
3十
E
H
)
+
(〈闇目
T
p
d
J

遁
渇
桂
と
白
劃
立
を
包
含
す
る
再
生
産
過
程
|
|
再
生
産
中
古
式
目
包
括
さ
(
場
働
若
階
級
の
狭
略
な
常
仰
限
界
U
E
品
然
化
じ
、
要
諦
白
破
壊
を

L
た
ら
さ
吉

れ
る
も

O
I
l
-
に
お
い
て
、
一
居
資
民
せ
る
恐
怖
の
可
能
性
と
し
て
再
現
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
と
に
我
々
は
研
謂
狭
陸
な
消
費
限
界
が
ー
ー

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
所
調
『
決
定
的
悔
件
』
白
歯
車
。
噴
い
骨
せ
要
諦
白
拙
接
、
決
定
的
保
件
の
破
接
出
ワ
な
が
り
を
週
じ
て
1
i
i
表
式
と

り
蓮
符
が
、
貨
幣
流
話

n
同
摘
を
通
過
せ
ね
ば
な
ち
由
必
扶
性
こ
そ
、
一
暦
の
闘
帯
広
お
い
て
も
?
と
と
ろ
心
意
味
の
盟
主
を
知
る
べ
き
で
あ
る
↓
宜

授
展
せ
る
恐
慌
の
可
能
性
心
成
立
す
る
翼
槽
で
み
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
と
と
に
山
岡
氏
の
い
わ
れ
る
如
〈
ま
立
に
「
輯
障
な
消
費
限
界
」
と
恐
慌

っ
て
、
表
式
に
担
げ
る
決
定
的
保
件
の
も
つ
意
義
が
一
市
め
さ
れ
る
の
で
あ
と
の
連
繋
は
諸
で
正
皆
目
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
以
下
に
お
い

る
。
と
と
に
す
で
に
後
段
糊
生
産
物

Z
S
K軒
ず
る
5
0
0
〈
の
も
つ
意
義
て
こ
の
蓮
繋
は
克
に
立
入
っ
て
攻
究
き
札
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、

若
〈
は
ぐ
り

(
3
+
F
)
?
(
A
F
+
F〈
)
白
表
式
目
封
ず
る
闘
用
怖
が
準
備
さ
り
と
と
る
で
慨
に
要
請
は
、
従
っ
て
ま
た
狭
院
な
消
費
限
界
は
、
表
式
に

れ
て
い
る
も
国
~
い
え
る
。
さ
ち
に
、
恐
慌
は
そ
の
本
東
山
形
態
に
和
い
暫
し
、
ま
た
一
層
損
大
さ
れ
た
恐
慌
由
可
悟
性
に
封
し
、
決
定
的
な
意
味

、

山
本
ニ
=
(
丸
若
「
恐
慌
前
研
究
」

第
六
十
七
巷

四
七

第

披

四
七



山
本
ニ
三
丸
若
「
恐
慌
前
研
究
」

第
六
十
七
番

四
八

第

競

四
A 

を
も
っ
亀
甲
と
し
て
そ
O
位
置
を
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
る
。
山
本
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
担
り
、

ζ

の
貼
に
闘
す
る
山
田
氏
。
誤
謬

な

L
な
H
。
伏
線
は
肢
に
充
分
忙
引
か
れ
て
い
る
白
で
あ
る
。
は
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
り
、
氏
が
プ

ρ
l
p
y
的
均
軒
諭
え
著
し
ミ
接
誼

さ
て
山
田
氏
も
再
生
産
自
僚
件
を
決
定
的
保
件
と
解
す
る
以
上
、
障
件
し
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
我
々
は
蕊
で
山
田
氏
が

摺
慌
の
原
因
を
生
産
と
消
費
の
矛
盾
に
求
め
ぎ
る
安
得
な
い
し
、
ま
た
現
敢
え
て
「
内
在
的
矛
盾
と
、
狭
陸
な
限
界
と
の
蓮
閥
」
を
特
別
に
問
題
と

に
労
働
者
階
根
回
所
詞
狭
陸
な
『
消
費
』
限
界
が
恐
慌
の
問
題

ι
一
{
耳
目
さ
れ
る
積
極
的
在
意
味
を
見
落

1
て
誌
な
ち
ぬ
。
売
に
捗
働
力
の
慣
値
以

門し
b
も
品
開
定
的
な
〕
謹
醐
却
に
立
た
し
め

b
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
国
畑
眼
下
え
の
世
下
と
し
て
四
み
規
定
さ
れ
た
所
詞
挟
隆
一
な
消
費
陣
界
と
恐
慌
と

な
民
が

ν
l
a
y
に
よ
っ

τ峻
別
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
見
地
と
祖
小
消
費
目
一
定
の
関
連
、
及
び
そ
れ
を
直
ち
に
恐
慌
占
連
繋
せ
し
め
得
な
い
と
よ

設
と
の
差
建
を
見
越
す
筈
は
な
〈
、
乙
乙
に
「
狭
陸
な
る
消
費
限
界
か
ら
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
や
狭
陸
な
消
費
陣
界
は
安
本
来
的
生
産
。
一
制
限

直
ち
に
恐
慌
を
詑
明
し
ょ
う
と
す
る
刀
は
又
誤
謬
で
あ
り
、
健
7

て
ζ

の
と
し
工
、
現
寅
附
恐
慌
四
酔
局
的
根
擦
の
一
要
素
ι
と
し
て
、
費
本
家
的
生

狭
障
な
「
消
費
』
限
界
&
恐
慌
ー
と
の
謹
繋

E
一
府
立
ち
入
っ
て
規
定
す
る
産
柚
憾
と
の
閥
蓮
に
担
い
て
、
上
り
一
層
深
刻
に
と
ら
え
J
P
れ
一
℃
い
る
。

乙
と
が
品
要
と
な
る
」
と
さ
れ
極
め
て
慣
重
な
る
態
度
を
と
ら
れ
る
。
そ
従
7

て
こ
の
消
費
限
界
は

E
統
社
マ
ル
ク
ス
目
見
地
に
布
い
て
も
『
恐
慌

し
て
乙
の
問
圏
を
一
円
、
焼
本
家
的
生
産
樟
式
に
内
在
す
る
矛
盾
と
狭
陣
な
の
基
礎
自
一
要
素
・
一
誘
悶
』

F
Eる
を
符
な
い
乙
と
は
、
今
や
山
田

、

消
費
限
界
と
白
蓮
闘
。
に
、
マ
い
ヲ
ス
恐
慌
世
論
と
温
小
消
費
置
と
の
比
氏
に
と
ヲ
可
は
自
明
で
あ
る
。
だ
が
マ
ル
ク
λ

の
且
拙
か
ら
は
こ
れ
を
も

較
回
二
酷
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
ぃ
、
に
お
い
て
山
田
氏
は
マ
ル
ク
ス
そ
四
っ
て
直
ち
に
恐
慌
を
詑
明
す
る
と
と
は
許
き
れ
な
い
。
こ
こ
に
布
い
て
山

他
酔
ら
多
数
白
引
用
を
試
み
、
氏
。
所
詞
狭
陛
な
消
費
限
界
が
生
産
を
無
本
氏
の
い
わ
れ
る
工
う
に
、
山
田
氏
に
よ
る
「
マ
ル
ク
ス
目
見
地
よ
担
小

制
限
的
に
致
撞
せ

L
b
ょ
う
と
す
る
資
本
家
的
生
産
株
式
に
針
ず
る
一
制
消
費
読
と
の
差
慧
」
は
、
ま
言
忙
「
直
ち
」
に
で
る
る
か
、
そ
ろ
で
な
い

限
で
あ
る
己
と
を
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
乙
れ
巴
四
マ
ル
ク
ス
そ
か
に
か
か
っ
て
指
る
の
で
あ
る
。
「
第
一
つ
マ
ル
ク
ス
の
見
地
と
描
少
梢
費

目
他
か
ら
の
諸
引
用
に
お
い
て
は
、
狭
隆
な
る
消
費
と
は
生
産
自
無
制
限
説
。
誤
謬
」
比
布
い
て
、
と
回
「
直
ち
に
」
白
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
具
憾

の
棋
大
に
謝
し
て
相
封
恥
に
狭
醒
と
な
る
大
東
の
消
費
力
の
請
い
で
あ
前
陀
検
討
さ
れ
る
。
山
田
氏
に
と
っ
℃
は
狭
臨
な
消
費
限
界
を
「
置
ち
陀
」

p
、
乙
の
よ
う
な
消
費
制
限
こ
そ
費
本
家
的
生
産
自
↓
制
限
で
あ
る
と
考
二
吋
・
で
は
な
〈
、
恐
慌
論
と
問
控
的
目
柑
び
つ
け
る
環
を
見
付
け
出
す
乙
と
が

え

b
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
田
氏
自
所
謂
労
働
力
の
倒
値
以
下
へ
の
侭
と
こ
で
自
営
商
心
仕
事
と
な
る
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
上
っ
て
始
め
て
、

下
の
意
時
に
相
け
る
狭
臨
な
る
消
費
制
限
と
は
会
〈
々
の
意
味
を
具
E
す
司
マ
ル
ク
ス
の
見
地
」
の
正
し
さ
は
十
全
に
一
市
め
さ
れ
る
わ
け
で
あ
命
。



、

民
は
江
田
一
頭
、
し
か
も
決
定
的
な
一
環
を
再
生
産
諭
陀
求
め

b
れ
y

先
干
マ
ル
タ
ス
・
レ
ー
ュ
ン
か
ち
り
引
用
に
よ
っ
~
て
狭
臨
な
消
費
限
界
自

問
闇
が
再
生
産
諦
に
包
括
さ
れ
う
る
も
由
と
し
、
そ
乙
か

ι置
ち
に
再
生

産
量
式
に
そ
の
『
包
括
』
闘
保
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
タ

ス
・

ν
I
=
ν
は
山
間
氏
四
引
用
主
れ
た
箇
所
に
お
い
て
果
し
て
ζ

甲
乙

と
を
承
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
品
。
山
本
氏
は
そ
れ
を
否
定
さ
れ
、
む
し
る

そ
れ
は
消
費
制
限
と
恐
慌
諭
と
を
桔
が
つ
げ
る
た
め
に
再
生
産
論
を
も
ち

出
す
と
と
叩
馬
面
げ
z
p
ζ

と
を

1
lー
す
な
わ
ち
消
費
制
限
は
再
生
産
自
通

行
を
さ
ま
た
げ
な
い
と
と
を

lli韓
関
し
て
い
る
白
で
あ
り
、
山
岡
氏
心

意
闘
す
る
と
と
ろ
と

E
K
反
劃
り
こ
と
を
云
っ
て
い
る
四
で
あ
る
と
さ
れ

る。

ζ

自
貼
山
本
氏
。
批
判
は
確
か
に
、
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

山
田
氏
自
身
に
と
っ
て
は
も
と
も
と
と
四
よ
う
な
意
味
で
白
「
生
産
主
泊

費
目
矛
盾
』
と
再
生
産
前
と
の
闘
俸
は
問
題
と
な
り
待
な
か
っ
た
と
と
に

注
意
し
な
げ
れ
ば
な

b
由
、
と
い
う
四
位
既
に
狭
陸
な
消
費
限
界
と
勢
働

力
申
慣
値
以
下
え
の
低
下
と
白
混
同
に
見
ら
れ
る
如
〈
、
狭
盤
な
消
費
限

界
は
均
衡
撞
航
。
原
因
と
し
て
p

h

F

問
問
と
さ
れ
て

H
P
J
乙
四
こ
と
に

謝
す
る
疑
問
は
最
初
か

b
山
田
氏
申
念
頭

K
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
恐
ら

〈
さ
し
っ
か
-
一
え
な
い
。
山
田
民
が
「
狭
院
な
消
費
限
界
白
問
題
は
、
再
生

産
諦
に
包
指
せ
ら
れ
る
」
と
い
い
、
主
た
、
「
消
費
限
界
自
問
題
は
再
生
産

を
解
明
す
る
こ
と
に
な
し
に
は
解
明
し
難
い
」
と
さ
れ
る
場
合
に
、
民
出

削
伺
な
る
こ
と
を
と
と
に
求
め
ら
れ
た
か
は
、
む
し
ろ
す
戸
、
つ
ぎ
に
所
詞

包
括
闘
俸
が
、
楓
生
産
物
@
君
。
児
封
ず
る
E
0
0〈
の
聞
係
、
左

L
て
示
め
さ

山
本
ニ
三
丸
者
「
恐
慌
論
研
究
」

んず

れ
て
い
る
乙
と
の
う
ち
に
聞
か
忙
あ

b
わ
れ
て
い
%
。
乙
れ
は
既
に
越
ベ

た
よ
う
に
「
表
式
と
僚
件
」
自
相
互
依
存
関
係
白
特
陣
形
菌
に
す
ぎ
ず
、

す
な
わ
ち
目
呂
〈
に
お
け
る
僚
件
阻
害
は
必
然
的

K
2
0
0
圭
挫
D
阻
害
白

問
題
た
ち

E
る
を
得
た
い
と
い
う
よ
う
な
依
存
闘
冊
以
外
白
何
も
自
で
も

な
い
、
従
っ
て
『
但
靖
』
白
問
題
も
、
貨
は
、

ζ

目
関
係
を

E
営
ず
け
ん

が
、
た
め
り
も
四
で
し
か
な
か
っ
た
四
で
あ
る
。

か
〈
て
い
よ
い
よ
誼
小
消
費
設
か

b
区
別
さ
れ
た
、
「
マ
ル
ク
ス
目
見

地
」
に
よ
る
恐
慌
現
舗
が
展
開
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
過
小
消
費
誌
に
布

い
て
は
、
恐
慌
甲
問
題
が
V
O
H
h
E
C
丈
け
白
問
題
に
押
し
込
め

b
れ
て
い

る
」
由
民
間

L
、
マ
ル
ク
ス
目
見
地
k
h
貯
る
「
恐
慌
の
問
題
位
生

産
物
純
計
2
0
0
占
し
て
綿
指
せ

b
れ
て
い
る
所
白
費
本
家
的
生
産
白
金
構

構
震
憾
の
問
題
と
じ
て
把
握
せ
ち
れ
て
い
る
に
す
な
わ
ち
と
の
具
地
に

於
い
て
は
、
「
安
本
家
的
生
産
自
査
機
構
震
憾
が
〔
曲
言
す
れ
険
金
産
の
社
合
前

世
代
さ
領
有
の
私
的
基
mさ
の
問
の
者
間
と
、
舵
骨
自
総
生
産
物
骨
許
君
吉
田
倒
値

補
模
工
素
材
補
填
由
過
程
(
即
ち
州
産
接
的
生
産
過
程
と
流
語
祖
程
と
。

統
一
日
野
立
た
る
所
。
鳩
流
趨

U
綿
再
止
産
。
誼
程
v
k
静
け
る
『
一
層

設
展
せ
る
恐
慌
の
可
前
性
』
を
題
じ
て
、
掴
力
的
目
爆
愛
す
る
も
の
主
し

て
、
恐
慌
を
把
握
し
て
い
る
。
」
と
。

と
由
恐
慌
規
定
に
担
い
て
、
先
申
「
慣
ち
に
」
自
問
題
は

E
う
な
っ
た

白
で
あ

b
う
か
。
一
且
消
え
去
っ
て
跡
か
た
も
な
い
よ
う
?
あ
る
が
、
よ

〈
見
れ
ほ
「
直
ち
に
」
で
は
々
〈
、
「
間
接
」
に
狭
臨
な
消
費
限
界
百
蓮
醸

せ
し
め
ら
れ
る
手
掛
り
は
奥
え
島
れ
て
い
る
。
山
田
氏
が
『
一
一
府
議
展
せ

臨
瑚

第
六
十

b
巻

第

擁

四
丸



山
本
二
三
丸
著
『
恐
慌
簡
碗
究
」

る
恐
慌
田
可
能
性
を
週
じ
て
」
と
い
わ
れ
る
と
き
、
と
り
可
簡
性
と
そ
れ

。
決
定
的
契
機
た
る
所
謂
決
定
的
障
件
と
由
開
揮
を
想
い
浮
ペ
る
な
ら
ば

と
白
可
輔
佐
が
忌
宰
〈
と
宰
呂
の
所
謂
『
包
括
』
閥
係
を
遁
じ
℃
、
狭

随
な
消
費
限
界
に
連
繋
せ
し
め
ら
札
る
ζ

と
位
以
上
白
鞠
諮
か
ち
容
易
に

看
取
出
車
る
で
あ
ろ
う
。
か

t
て
山
国
民
に
担
け
る
マ
ル
ク
ス
的
見
地
占

過
小
消
費
と
申
問
別
は
ま
さ
に
山
本
氏
自
指
摘
さ
れ
る
よ
ろ
に
、
「
間
接

的
」
と
「
宜
接
的
」
の
官
業
に
つ
き
る
も

p
a
い
わ
ね
ば
な
島
な
い
。

以
上
我
々
は
、
山
本
氏
自
山
田
氏
に
罰
す
る
批
判
民
世
擦
し
つ
つ
若
干

親
駄
を
艶
え
て
、
山
田
氏
の
恐
慌
彊
請
を
出
来
る
だ
け
内
面
的
に
蹄
ず
け

て
み
た
四
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ち
得
P
D
れ
る
結
論
は
山
岡
氏
自
再
生
産
論

理
解
目
深
〈
喰
い
込
ん
で
い
る
均
情
論
的
傾
向
匹
、
恐
慌
楠
阿
お
い
て
も

山
田
氏
を
し
て
迭
に
マ
ル
ク
ス
・
レ

1
a
ン
由
一
且
し
い
理
解
を
さ
ま
た
げ

民
訴
毘
し
い
軌
道
を
踏
み
は
ず
す
ま
い
と
努
力
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
い

よ
い
よ
そ
四
均
揖
論
的
偏
向
由
根
強
さ
と
、
機
閣
冊
目
原
因

K
L
て
田
内
在

的
矛
盾
を
固
執
す
る
隣
自
頑
固
さ
を
露
鼻
す
る
に
す
ぎ
な
か
ヲ
た
と
い
う

乙
と
で
あ
る
。E 

輯

繭

島

t
て
b
れ
わ
れ
は
究
目
如
く
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
民
申
本
書
に
骨
げ

る
功
績
は
両
部
再
生
庫
論
H
貿
現
理
摘
を
均
衡
論
的
解
糟
甲
偏
向
か
ら
救

っ
た
と
と
で
あ
り
、
し
た
が
ヲ
て
品
セ
科
皐
理
論
日
い
わ
ゆ
る
折
衷
繭

円
吉
間
接
云
一
品
及
が
そ
の
商
都
民
肢
も
典
型
曲
に
現
わ
れ
て
い
§
〉
匹
よ
る
歪
曲
か
ち
マ

第
六
十
七
巻

豆
O 

第
一
腕

av 

ル
タ
λ

再
生
産
輔
日
貨
現
理
識
を
護
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
更
に

つ
き
進
ん
で
再
生
産
諦

u質
現
盟
簡
が
恐
慌
と
い
か
な
る
聞
係
万
豆
謹
繋

を
も
ワ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
著
者
自
積
極
的
見
解
は
、
甚
だ
陵
昧
で

あ
り
且
疑
問
と
す
べ
き
鮎
も
少
〈
な
い
。
氏
自
恐
慌
之
再
生
産
諦

u賃
現

理
論

ι
の
関
係
は
衣
白
問
〈
要
拘
さ
れ
る

T
あ
る
う
。

斗

再

生

産

諦

1
寅
現
理
論
が
示
す
桂
一
則
そ
山
も
申
か
ち
は
恐
慌
師
陣

悶
は
説
明
由
来
な
い
。

d
A
再
生
産
諭

1
質
現
哩
諦
峰
基
本
的
矛
盾
と
由
連
接
を
遁
じ
て
恐

慌
と
連
繋
ヨ

R
ね
ば
な
ち
な
い
。

日
刊

B

再
生
産
諦

U
寅
現
理
論
ー
と
基
本
的
矛
盾
と
O
連
繋
は
、
基
本
的

(
 

γ

す
盾
剖
再
生
産
前
U
貿
現
理
繭
h
H

於
い
て
、
『
内
在
的
努
盾
」

m

と
い

う
形
で
の
み
あ

b
わ
れ
7
-
h
る。

司
C

「
内
右
前
矛
盾
」
に
よ
っ
て
は
恐
慌
は
説
明
L
得
な
い
。

斗
及
刊
日

d
A
、
B
、

cm要
約
か

b
わ
れ
わ
れ
は
真
。
如
金
締
簡
を
導
室

(

(

 

出
す
と
と
が
岡
県
る
。

司

再

生

産

繭

u貿
現
理
摘

h
p
b
陸
直
接
|
法
則
そ
白
も
の
か
ら
に

せ
よ
、
間
接
|
基
本
的
矛
盾
と
内
在
的
矛
盾
と
由
連
繋
を
遁
じ
て
ー

に
せ
よ
恐
慌
は
霞
明

L
得
な
い
。

ζ

叩
貼
に
つ
い
て
民
は
「
再
生
産
論
日
貿
現
盟
曲
酬
を
も
A
V

て
恐
慌
甲
車

要
部
分
を
構
成
す
る
と
と
は
重
大
な
問
題
が
生
ず
る
。
」
三
口
九
巨
U

L

d

い

い
、
又
「
一
骨
生
産
衰
式
と
恐
慌
と
の
開
速
を
正
し
〈
抱
握
ナ
る
乙
と
が
歪

雛
で
あ
る
ほ
か

P
で
な
，
、
、
そ
と
に
幾
多
由
暗
号
見
な
問
題
u
F
静
ん
で
い



る
。
」
(
社
命
科
曲
歌
第
一
部
一
口
九
民
)
と
い
う
よ
う
陀
問
題
。
慎
重
な
取
扱
い
を

〉

L
て
拘
ら
れ
る
が
、
民
の
結
請
は
一
一
一
白
論
理
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
マ
あ

(ー

ち
ろ
。
だ
が
我
々
は
こ
れ
に
つ
い
て
今

φ
L
t
入
っ
た
検
討
を
加
え
る
品

3

‘
 

要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
キ
検
討
四
品
聖
上
ニ
申
請
哩
か
ら
は
じ
め
て
酔

3

4

 

W
A
V
《

コA
再
生
産
繭
日
貨
現
理
論
は
基
本
的
予
盾
と
の
連
繋
を
語
じ
て
恐

t
 

慌
ー
と
連
繋
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
乙
四
乙
と
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
は
全

然
異
識
が
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
窓
慌
と
い
う
現
象
は
資
本
制
生
産
自
外

的
な
偶
然
的
な
相
演
爾
現
説
的
中
に
そ
申
基
本
的
原
因
を
求
品

ιれ
る
ベ

き
で
は
な
〈
、
資
本
制
生
産
そ
白
も
の
申
根
本
的
な
矛
盾
、
即
ち
基
本
的

予
盾
の
中
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
四
で
あ
る
か

b
だ
。
だ
か
ら
ま
た
わ
れ

わ
札
が
恐
慌
を
費
本
論
に
逓
べ
ら
れ
た
橋
理
請
に
よ
ワ
て
置
明
L
之
ら
と

す
る
場
合
、
品
ず
基
木
的
矛
盾
と
そ
れ

b
と
の
閥
聯
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
同
時
陀
基
本
的
矛
盾
炉
、

費
本
前
田
論
理
旧
後
民
|
抽
象
よ
り
具
控
へ
の
持
詮
法
的
設
艮
ー
と
と
も

に
、
い
か
に
自
己
を
展
開
し
て
ゆ
〈
か
を
、
正
し
〈
把
握
す
る
ー
と
い
う
こ

と
で
も
お
ら
ね
ば
な
ら
向
。
ず
な
は
ち
資
本
主
義
の
脅
法
則
が
常
民
基
本

的
矛
盾
の
自
己
艮
聞
と
し
て
、
そ
れ

k
の
内
酌
謹
繋
に
お
い
て
把
握
さ
れ

ね
ば
な

b
な
い
。
こ
の
と
と
な
し
に
は
再
生
産
諭
と
基
本
的
矛
盾
四
蓮
繋

も
還
に

E
し
〈
抱
握
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

一一
B

基
本
的
矛
盾
が
再
生
産
繭

u寅
現
担
論
に
於
い
て
「
内
在
的
矛

盾
」
と
い
う
形
で
由
み
あ
ら
わ
れ

τ
い
る
。
こ
れ
に
闘
し
て
は
白
在
的
矛

山
本
ニ
=
一
九
著
「
恐
慌
摘
研
究
」

盾
と
い
う
形
で
白
み
あ

b
わ
れ
る
と
い
う
己
主
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る

が
(
ミ
れ
じ
つ
い
て
は
後
誼
す
る
U

ζ

の
の
み
を
ぬ
い
て
ご
方
面
か
ち
考
察
し
て

見
ょ
う
。
即
ち
基
本
的
矛
盾
と
内
在
的
畢
盾
と
の
開
儒
、
扶
に
再
生
産
前

u
質
調
理
論
に
於
い
て
は
商
者
の
開
聯
は
い
か
な
る
形
で
あ

b
わ
れ
て
い

る
か
、
と
い
う
己
と
。

基
本
的
矛
盾
は
ェ

ν
F
ル
ス

O
い
う
と
と
ろ
匹
従
え
ば
、
先
ず
プ
ロ

ν

夕
刊
J

ア
ー
ト
と
ア
ル
グ
ョ
ア
ジ
1
0
劃
主
と
し
て
、
ま
た
生
産
自
無
政
府

世
田
激
化

ιし
C
あ
ら
わ
れ
る
ハ
エ
シ
ゲ
ル
ス

Ju想
よ
り
苦
伊
参
照
)
も
こ
の
爾

者
仕
一
方
の
矛
盾
、
劃
立
の
遊
展
が
他
方
四
矛
盾
、
樹
立
を
識
化
せ
し
め

る
と
い
う
意
味
で
相
互
規
定
的
な
も
白
で
あ

U
統
一
さ
れ
た
も
の
一
で
あ
る

、
、
、
、

が
、
乙
の
あ
ち
わ
れ
が
内
在
的
矛
盾
l
!
生
産
の
無
制
限
損
張
え
の
志
向

と
捗
働
者
階
級
自
限
主
た
る
消
費
と
り
問
の
矛
盾
「

i
と
い
う
こ
と
が

出
車
ょ
う
。
(
レ
t
一
戸
〉
磐
寸
市
場
の
望
F
河
野
氏
諜
頁
九
八
!
九
丸
山
容
照
)

き
て
、
資
本
前
第
二
巻
第
三
錦
白
再
生
産
前
日
寅
現
理
摘
が
「
内
在
的

矛
盾
」
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
は
レ

I
a
y
自
首
を
借
り
る
ま
で
も
な
い

が
、
問
題
は
内
在
的
手
盾
が
い
か
な
る
形
で
、
い
か
な
る
認
度
で
再
生
産

前
日
H

賃
現
理
舗
に
あ
ら
は
れ
℃
い
る
か
で
あ
る
。
卸
ち
費
本
輪
自
乙
の
篇

に
品
甘
い
て
は
車
な
る
個
別
費
本
の
再
生
産
及
び
流
週
で
は
な
〈
、
一
位
骨
的

縄
資
本
白
そ
れ
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
貼
で
基
本
的
矛
盾
も
賞
鼎
よ
り
展

開
さ
れ
た
形
で
あ

ιわ
れ
ね
ば
な

b
な
い
が
、

ζ

と
で
は
そ
四
あ
ら
わ
れ

か
た
が
問
題
に
な
る
。

再
生
産
論
U
貫
現
理
論
は
「
如
阿
に
し
て
長
祉
官
的
費
本
田
再
生
産
と

第
六
十
七
巷

五

餌

競

主



山
本
一
一
=
一
丸
著
「
恐
慌
論
研
究
」

流
誼
と
が
起
る
か
」
を
示
し
た
も
白
で
あ
る
が
、
と
り
筒
K
闘
す
る
限
D

そ
れ
は
一
躍
施
遇
面
ハ
ず
忽
わ
ち
挫
骨
的
組
ド
A
R
物
の
賓
館
嘘
換
-
こ
い
ラ
立
場
〕
か
ち
と

与
え
れ
て
お
り
誼
接
的
生
産
語
、
認
は
皐
な
る
前
提
と
し
て
背
後
民
和
し
ゃ

、
ち
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
、
じ
た
が
っ
て
直
接
的
生
直
過
程
に
そ
の
基
礎

を
も
ヴ
生
産
の
無
政
向
性
門
恐
慌
扮
明
の
た
め
の
よ
り
ま
凡
白
な
担
暗
は
こ
と
で

は
直
接
額
現
せ
ず
、
た
だ
平
滑
な
、
均
捕
の
取
れ
た
、
金
融
舎
的
資
本
自

再
生
産
と
摘
請
に
於
て
わ
へ
ト
、
生
産
申
噌
大
と
制
限
さ
れ
た
消
費
限
界

1
1富
田
蓄
積
と
貧
困
の
蓄
積

l
l持
費
劃
立
、
と
い
う
矛
盾
は
不
可
避

で
あ
る
と
い
う
事
責
を
表
現
し
て
い
る
に
語

f
t
ぃ
。
か
〈
て
内
在
同
矛

盾
の
一
方
叩
極
で
あ
る
生
産
自
無
制
限
擁
大
目
釘
す
る
志
向
前
生
産
自
無

政
府
怯
に
深
い
棋
擦
を
有
す
れ
ば
有
す
る
程
、
ま
す
ま
す
、
再
生
産
論
H

賃
現
盟
諦
に
あ
ち
は
れ
て
い
る
限
り
で
田
内
在
的
矛
盾
は
一
一
間
的
、
抽
象

的
ー
と
な

b
f
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
レ
E
=
y
も
内
在
的
矛
盾
は
「
資

本
前
申
他
の
筒
所
見
卦
い
て
も
一
訴
さ
れ
」
亡

1122前
鍋
番
高
九
九
V

て
い
る

と
い
っ
て
い
る
ロ

以
上
回
こ
と
は
再
生
産
論
H
寅
現
哩
摘
が
者
口
唱
と
い
ろ
表
現
形

式
で
あ

b
わ
れ
白

l唱
l
由
と
い
う
資
本
町
一
般
的
公
式
と
い
ろ
形
式
を

と
っ
て
直
接
あ

b
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
と
と
関
聯
せ
し
め
て
考
察
さ

れ
る
と
き
、
よ
り
明
暗
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

当
C

丙
在
的
矛
盾
に
よ
っ
て
は
恐
慌
は
話
回
同
車
な
い
。

レ
ー
-
ン
は
恐
慌
を
基
本
的
矛
盾
か
ら
そ
し
て
生
産
自
無
政
府
性
か

b

設
問
す
べ
き
で
あ

p
、
生
産
と
捗
働
者
階
級
の
消
費
の
矛
盾
を
も
ワ
て

L

/
 

第
六
十
七
巷

ヨヲー

互主

第
一
一
概

て
は
な
ら
な
い
と
彼
の
浪
漫
祇
経
済
皐
批
判
の
中
で
い
っ
て
い
る
。
そ
し

て
と
れ
自
身
は
完
全
に

E
L
W
と
し
て
も
生
産
自
無
政
府
倍
、
費
本
主
範

的
資
生
産
自
無
政
府
憧
自
身
は
捗
査
。
封
立
を
前
提
と
し
、
そ
四
四
世
展
と

と
も
に
抜
大
し
て
ゆ
〈
ζ

と
は
す
で
に
遮
4

た
通
り
で
南
る
。
問
者
の
論

理
的
関
駅
は
こ
こ
で
は
〈
わ
し
〈
述
べ
て
い
ら
れ
な
い
が
、
富
田
蓄
積
と

貧
困
の
蓄
積
、
資
本
町
集
中
と
勢
働
力
の
集
中

l
i
i労
働
の
仕
曾
化
、
工

場
内
に
於
け
る
組
織
的
生
産
左
前
官
的
分
業
の
無
組
轍
性
年
々
回
矛
盾
。

灘
化
を
通
じ
て
雨
者
は
有
槽
的
な
閥
聯
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
捗

働
者
問
責
困
化
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
慢
倍
前
費
現
出
一
帯
な
〈
な
る
か

ιと

か
、
或
は
そ
れ
に
よ
っ
て
再
生
産
山
均
街
傑
件
が
破
壊
さ
れ
る
か
ち
恐
慌

が
お
乙
る
と
か
い
ラ
主
う
な
馬
庫
々
々
し
い
理
論
を
除
け
ば
、
大
衆
目
貧

困
化
窮
乏
化
は
今
油
4

た
よ
う
な
意
味
マ
窮
極
的
忙
は
恐
慌
P
固
因
と
な

っ
で
い
る
。
だ
か

b
マ
ル
ク
ス
は
い
う
、
ー
あ
ら
ゆ
る
現
費
目
恐
慌
D
窮
極

の
原
因
は
、
依
鼎
と
し
て
つ
ね
に
、
大
最
の
窮
乏
と
消
費
制
限
・
で
あ

る
。
」
内
査
本
論
第
三
怨
周
五
二
八
)
乙
由
意
味
に
於
い
て
生
産
主
勢
働
者
階
根

回
消
費
O
問
。
矛
盾
を
車
に
そ
れ
四
み
切
り
は
た
し
て
把
握
す
る
乙
と
な

く
、
生
産
の
無
睦
府
怯
と
磐
費
劃
立
の
統
一
的
一
現
象
と
し
て
、
基
本
的

矛
盾
か

b
祇
生
し
た
矛
盾
と
し
て
拙
揮
す
る
た
ち
ば
、
内
在
的
矛
盾
が
恐

F

慌
の
設
問
か
ら
制
陪
さ
る
4

き
で
あ
る
と
す
る
山
本
氏
自
見
解
に
は
畠
し

も
同
意
し
か
ね
る
。

し
か
し
な
が
ら
山
本
氏
自
恐
慌
と
再
生
産
諭
白
関
聯
白
不
明
確
さ
、
迂

遺
さ
は
む
し
ろ
民
が
南
者
白
関
聯
を
内
在
的
矛
盾
に
の
み
求
め
よ
ろ
と
し



た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
両
者
の
闘
聯
は
生
産
自
無
政
府
性
、
生
産
自
提
乱
に

よ
っ
て
惹
起
せ
し
め
ら
れ
る
一
陸
業
部
門

K
於
け
る
温
調
生
障
が
、
再
生

産
前

K
於
い
て
と
そ
は

E
め
て
全
枇
合
自
生
産
部
門

K
ま
で
繍
大
さ
れ
一

般
的
過
剰
生
庫
恐
慌
忙
ま

t
後
民
し
う
る
可
輯
怯
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ

と
に
求

b
b
る
べ
き
で
あ
る
う
。

h
z
て
再
生
底
繭
に
あ
ら

h
れ
ζ

い
る

限
り
で
の
内
花
的
矛
盾
は
、
た
と
え
か
か
る
生
産
揖
観
が
な
い
と
し
て
も
、

車
産
手
段
部
門
が
消
費
設
料
部
門
を
遁
い
ぬ
い
て
蕗
民
し
て
ゆ
〈
L

と
い
う

事
賞
、
し
た
が
ワ
て
又
勢
賓
の
劃
立
も
戟
化
し
て
ゆ
〈
、
と
い
う
事
貨
を
表

現
す
る
こ
と
陀
よ
っ
て
、
結
局
は
生
産
自
無
政
府
性
、
生
産
自
斑
飢
(
再
生

壁
世
首
、
て
協
こ
の
こ
さ
怯
直
作
長
期
A

い
れ
て
い
な
い
)
申
可
部
性
を
も
愈
々
繍
大

し
て
い
る
と
い
う
乙
と
を
表
現
す
る
も
の
と
い
え
る
四
で
あ
っ
て
、
い
わ

ば
恐
慌
の
原
闘
を
裏
か

b
間
接
的
に
表
現
し
て
い
司
る
だ
行
な
の
で
あ
る
。

一
再
生
産
繭

n貨
現
盟
簡
が
一
回
す
法
則
そ
の
も
由
か
ら
は
恐
慌
田
原
因

は
訪
問
出
来
な
い
。
乙
町
乙
と
白
聴
は
民
の
「
再
生
産
前

n
貸
現
世
論
は
、

世
宵
的
再
生
産
自
信
件
H
L
r
…
ゆ
を
明

V
か
比
す
る
も
り
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
こ
の
法
則
が
現
貨
に
『
非
質
調
』
を
温
じ
て
、
い
ヲ
さ
い
旧
『
動
搭
』

『
閤
雛
』
を
掴
ヒ
て
賀
損
さ
れ
る
と
き
、
と
れ

ι申
『
動
格
』
『
困
難
』
し

た
が
っ
て
ま
た
『
恐
慌
』
が
い
か
な
る
原
因
に
よ
づ
て
、
い
か
に
し
て
、

現
貨
に
あ
ち
わ
れ
る
か
と
い
う
と
と
は
、
乙
由
法
則
そ
申
も
白
匹
よ
っ
て

は
説
明
さ
れ
え
な
い
。
」
R

O
有
良
)
と
い
う
倫
油
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
〈
正

し
い
。
が
問
題
は
こ
り
法
則
が
ワ
P
D
胞
か
れ
る
と
&
が
い
か
な
る
意
味
を

も
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
は
先
に
も
ち
ょ
ワ
と
ふ
れ
た
様

山
本
二
=
一
九
著
『
恐
慌
論
研
究
」

に
と
白
詰
則
が
っ
ち
ぬ
か
れ
る
こ
と
白
樺
が
内
在
的
矛
盾
の
繍
大
匝
一
注
さ

れ
た
意
味
て
の
U

を
意
時
し
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

仕
表
式
そ
の
も
四
か
ら
は
』
れ
以
上
回
意
味
を
さ
寸
る
構
利
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
査
し
「
岡
表
そ
り

ι

も
白
は
そ
れ
白
櫨
何
も
の
を
も
一
市
鵠
慨
す
る
乙

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
は
尚
南
な
い
。
聞
表
は
た
だ
渇
程
白
個
々
。
要
素
が
理
論
的
に
隅
明
さ

、
、
、
、

れ
る
限
旬
、
祖
程
を
岡
解
し
符
る
だ
吋
で
あ
る
。
」
〈
レ
l
-
7
J
前
拘
官
官
民
一
口
五
匂

か
b
だ
。
悶
み
に
吉
岡
義
一
一
一
氏
を
見
よ
。

以
上
甚
だ
雑
な
設
明
で
あ
る
が
、
と
れ
は
害
許
と
い
ろ
性
格
白
罪
で
あ

る
と
し
一
三
明
細
な
そ
れ
は
今
後
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

趨
記
木
踊
は
も
さ
・

5
1
帥
木
賃
端
、
土
門
布
端
、
開
松
岡
、
吉
村
語
訳

ωmM引に
J

っ
τ

こ
の
菩
脊
を
中
心
に
し

τも
た
れ
た
研
明
品
川
?
の
対
論
の
結
果
を
・
茶
非
の
内
燃
鮒
介
を
主

に
し
℃
ま
さ
め
た
も
の
で
あ
8
0
制
犠
も
夫
ゐ
一
部
介
づ
っ
分
携
し
た
の
で
あ
置
が
‘
帰
後

に
吉
村
が
責
任
を
も
っ
て
加
集
訂
正
を
加
A
K
。

第
六
十
七
巻

丑

第

披

五




